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アンケートフォームにより寄せられた意見等（要旨） 

意見等提出期間：令和６年１１月１９日～１２月２７日 

番号 項目 意見等（要旨） 教育委員会の考え方 回 答 

１ 「子どもた
ち一人ひと
りに合った
学び」の推進 

個々の特性やペースに応じた学
びを重視し、皆が同じ場所で楽しめ
る学校であってほしい。 

子どもたちが自らの特性や進度
に応じて柔軟に学ぶ「個別最適な学
び」を推進していきます。その際、
子どもたちの学びが孤立した学び
にならないよう、学級や小グループ
において他者と話し合いや交流し
ながら学びを深める「協働的な学
び」との一体的な充実を図っていき
ます。 

教育指導課 

２ 「子どもた
ち一人ひと
りに合った
学び」の推進 

自主性をはぐくむ目標設定の方
針には共感するが、現状課題や改善
方針が分からなかった。アプリ等の
道具を与えるだけで活用支援がな
ければ、成果が出にくいため、環境
整備とともに指導力の向上に力を
入れてもらいたい。 

「子どもたち一人ひとりに合っ
た学び」の推進に当たっては、教員
が教える授業から子どもたちが学
び取る授業への教員の指導観の転
換が課題であると捉えています。教
育委員会では、子どもたち一人ひと
りが自らの興味・関心や学習上の課
題等に応じて柔軟に学びを選択す
る学習を「自己選択学習」とし、目
黒区立学校の全教員を対象にｅラ
ーニングの悉皆研修を実施し、その
学びの必要性や具体的な指導方法
等を周知したところです。また、教
育指導課指導主事が学校訪問時に、
「自己選択学習」のポイント等を指
導・助言しました。引き続き、ＩＣ
Ｔに関連する環境整備と合わせ、教
員の指導力の向上に努めていきま
す。 

教育指導課 

３ 「子どもた
ち一人ひと
りに合った
学び」の推進 

従来の画一的な授業方法から、自
らの興味や学びたいことを考慮し、
個性を生かした学びへと変わって
いくことは非常に良いことだと思
う。また、友達やクラスメイトとの
協働によって、新しい世界が広がる
良い機会になると思う。 

「子どもたち一人ひとりに合っ
た学び」の推進とともに、子どもた
ちが多様な他者と協働しながら学
ぶ機会も充実させることで、子ども
たちの資質・能力を育成していきま
す。 

教育指導課 

４ 「子どもた
ち一人ひと
りに合った
学び」の推進 

ギフテッドの子どもの学びを保
証してもらいたい。 

 個別最適な学びと協働的な学び
を一体的に充実するため、児童・生
徒一人ひとりがその興味・関心や学
習上の課題等に応じて柔軟に学び
を選択できるよう、弾力的な教育課
程の編成や指導方法について研究
を進めています。引き続き、多様な
児童・生徒の良さを伸ばしつつ資
質・能力の育成に繋げていけるよう
取り組んでいきます。 

教育指導課 
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番号 項目 意見等（要旨） 教育委員会の考え方 回 答 

５ 「子どもた
ち一人ひと
りに合った
学び」の推進 

授業妨害する子どもだけを隔離
できる施策を考えてほしい。担任一
人では授業が成立せず、普通に授業
を受けたい大多数の子どもはスト
レスを抱える。 

 教育委員会では、区立小・中学校
の通常の学級に在籍している特別
な支援を要する児童・生徒に対し、
教育的ニーズに応じた支援を行う
ため、特別支援教育支援員を配置し
ており、個別指導計画に基づく学級
担任の指示の下で対象となる児童・
生徒の安全確保、身辺自立支援、コ
ミュニケーション支援、授業参加支
援を４つの柱として、学習面及び生
活面の支援を行っているところで
す。あわせて、他の児童・生徒との
関係などにより、学級全体への支援
の必要性が認められる場合にも、特
別支援教育支援員を配置していま
す。教育の機会均等の観点から授業
を妨害する子どもだけを隔離する
といったことについては、ご要望に
沿えませんが、引き続き、特別支援
教育支援員の適正配置に努めてい
きます。 

教育指導課 

６ 「子どもた
ち一人ひと
りに合った
学び」の推進 

現場の教員には取組が浸透して
おらず、教員ごとにやり方が異なる
ため、学校全体の一貫性が欠けてい
るように思う。教員の講習や勉強会
を実施し、保護者には具体的な取組
を発信してほしい。 

「子どもたち一人ひとりに合っ
た学び」を進める上では、教員一人
ひとりがその学びの在り方、方法等
を深く理解することが必要である
と捉えています。教育委員会では子
どもたちが一人ひとりが自らの興
味・関心や学習上の課題等に応じて
柔軟に学びを選択する学習を「自己
選択学習」とし、目黒区立学校の全
教員を対象にｅラーニングの悉皆
研修を実施し、その学びの必要性や
指導のポイント等を周知したとこ
ろです。引き続き、研修や学校訪問
時の指導・助言を通して教員一人ひ
とりの指導力の向上に努めていき
ます。また、各学校に「自己選択学
習」を含めた子どもたちの学びの姿
を保護者に発信するよう伝えてい
きます。 

教育指導課 

７ 「子どもた
ち一人ひと
りに合った
学び」の推進 

教員の質問へタブレットでリア
ルタイムに匿名回答できるように
し、オンラインでの授業視聴や宿題
提出を通知書に反映するなど、繊細
なタイプの子どもたちが学びやす
い環境整備を検討してほしい。 

教育委員会としては、誰にとって
も学びやすい環境を整えることは、
重要であると捉えています。 

学習用情報端末及びアプリケー
ションを有効活用した配慮や、不登
校等の児童・生徒が行った学習成果
の評価を含め、個別の状況に合わせ
た環境整備に取り組んでいきます。 

教育指導課 
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番号 項目 意見等（要旨） 教育委員会の考え方 回 答 

８ 「子どもた
ち一人ひと
りに合った
学び」の推進 

勉強が遅れている子どもに対し
て丁寧に対応するため、自己調整学
習の際には大人のサポートが必要
である。学習サポーターやサブティ
ーチャーを各クラスに配置し、教員
と一緒に子どもたちの学習を支援
することが望ましい。放課後に、ゆ
っくりな子どもたちが前向きに取
り組めるフォロー教室も設けるべ
き。 

「子どもたち一人ひとりに合っ
た学び」では、子どもたち一人ひと
りの学習状況や理解度を把握する
ことが重要です。こうした学びの中
で、教員はこれまで以上に子どもた
ちの学びを支える伴走者として、子
どもたちの適切な見取りと支援が
求められます。子どもたちの実態に
応じ、学校教育支援員等の補助的教
員と連携して、子どもたちの学びを
支えていきます。 

教育指導課 

９ 「子どもた
ち一人ひと
りに合った
学び」の推進 

最多２０人までの少人数学級を
実現し、学習やメンタルのフォロー
において取りこぼしがないように
してほしい。テストや宿題の採点な
ど教員の負担も軽減できる。 

区立小・中学校では、児童・生徒
の学習内容の理解の程度等により
学習集団を編成し、その特性に応じ
た指導を行う習熟度別指導や複数
の教員で教科指導を行うティーム・
ティーチング等、指導面での工夫を
行っています。また、授業や授業準
備等において教員の業務を補助す
る様々な会計年度任用職員や有償
ボランティアの配置により、指導体
制の強化や教員の業務支援を行っ
ています。 

教育指導課 

１０ 「子どもた
ち一人ひと
りに合った
学び」の推進 

学年ごとに教員を補佐する専門
職を置き、対外的な事務連絡や校外
学習の調整、授業準備、保護者対応
を任せることで、教員が授業準備に
専念できるようにしてほしい。 

区では、令和６年度に小学校１～
３学年いずれかの学年で副担任相
当の業務補助を行うエデュケーシ
ョン・アシスタントを小学校２校で
試行実施しており、令和７年度は小
学校全校に拡大する予定です。ま
た、学校の教育活動を支援するた
め、授業準備を補助するスクール・
サポート・スタッフ、学生ボランテ
ィア、副校長の業務を補助する副校
長補佐、区独自の学習指導講師、小
１学級支援員、図書館支援員の配置
等により、教員全体の業務負担の軽
減を図っています。 

教育指導課 

１１ 「子どもた
ち一人ひと
りに合った
学び」の推進 

日本語が母語でない子が転校し
てきた際、初めの２～３ヶ月は母語
通訳の支援を受けられるようにし
てほしい。言葉の理解がないのか、
発達に遅れがあるのかの誤判断を
防ぎ、担任も助かるのではないか。 

日本語指導を必要とする児童・生
徒が、日本の学校生活のきまりや生
活上の基本的な事項を早期に理解
することの必要性について認識し
ています。日本語での意思疎通が難
しい児童・生徒に対しては、学校の
要請に基づき、登校初日の朝や学校
行事の実施に向けた事前の説明会
など１回あたり２時間程度の通訳
派遣を行っているところです。ま
た、来日したばかりの児童・生徒に
対しては、日本語初期指導を行って
います。今後も児童・生徒の実態に
応じた支援体制を整えていきます。 

教育指導課 



4 

 

番号 項目 意見等（要旨） 教育委員会の考え方 回 答 

１２ 「子どもた
ち一人ひと
りに合った
学び」の推進 

平和教育、包括的性教育、市民教
育（法哲教育）を体系的に授業に組
み込んでほしい。 

 学校教育における平和教育や市
民教育については、小・中学校段階
からの体系的な指導の充実等の観
点から、学習指導要領に基づき、児
童・生徒の発達段階を踏まえ、各学
校において、社会科を中心に指導が
行われており、包括的性教育につい
ては、保健体育科を中心に学習指導
要領に基づき、児童・生徒の発達段
階を踏まえ、指導が行われていま
す。 

教育指導課 

１３ １人１台学
習用情報端
末（ＧＩＧＡ
システム）の
更新につい
て 

限られた授業時間を有効に使う
ため、Wi-Fi 環境をしっかり整えて
ほしい。 

 

 

＜計２件＞ 

 次期GIGAシステムでは、全校で文
科省推奨帯域に対応した高速大容
量ネットワークを実現していくこ
ととしています。 

学校ＩＣＴ課 

１４ １人１台学
習用情報端
末（ＧＩＧＡ
システム）の
更新につい
て 

教員によっては全く使用せず、子
どもがゲームばかりしている現状
は、本来の趣旨に合っていないと思
う。 

各学校では、発達段階や学習内
容・学習場面に合わせ、紙とのバラ
ンスを考えて学習用情報端末を活
用しているところです。また、子ど
もたちが端末を適切に使用できる
よう、各学校では家庭とも連携しな
がら継続的な指導を行っています。
今後も本来の趣旨に沿って適切に
使用されるよう、各学校の状況に合
わせ、必要な支援を行っていきま
す。 

教育指導課 

１５ １人１台学
習用情報端
末（ＧＩＧＡ
システム）の
更新につい
て 

Wi-Fi 接続で使用するとの事だ
が、校外学習時は従来通りデータ通
信を使用するのか、又はモバイルル
ーターを持たせるのか。 

校外学習の際は、各校に配備する
モバイルルーターで対応すること
としています。 

学校ＩＣＴ課 

１６ １人１台学
習用情報端
末（ＧＩＧＡ
システム）の
更新につい
て 

ペアレンタルコントロールの導
入とあるが、タブレット本体の使用
時間の制限だけでなく、ゲームや
YouTube などアプリ個別の制限も可
能なのか。 

タブレット本体の制限だけでな
く、個別のアプリに関する時間制限
等も行えるよう検討していきます。 

学校ＩＣＴ課 
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番号 項目 意見等（要旨） 教育委員会の考え方 回 答 

１７ １人１台学
習用情報端
末（ＧＩＧＡ
システム）の
更新につい
て 

全員にタブレットが配布されて
いるにもかかわらず、入院や自宅安
静の理由でもオンライン授業を受
けることが認められないため、タブ
レットの活用ができていないと思
う。 

 学習用情報端末を活用した授業
等のオンライン配信や担任等との
面談については、様々な理由で教室
に入れない場合や学校を休んでい
る場合に、本人や保護者と相談の上
で必要な配慮をもって実施するよ
う学校に通知しています。 

お子様が休む状態に変化があり
ましたら、オンラインによる学習等
への参加等について、その都度、学
校にご相談ください。 

教育指導課 

１８ １人１台学
習用情報端
末（ＧＩＧＡ
システム）の
更新につい
て 

低学年にタブレットは不要であ
る。ファイルの整頓方法も教えられ
ていないため、時系列や不要なファ
イルが混在している。 

作成した電子データの管理方法
や不要なファイルの削除方法など
については、各学校において発達段
階に応じた計画的な指導が行われ
るよう「目黒区 学習用情報端末活
用スキル ステップアップシート」
に示しているところであり、必要な
情報活用能力が段階的に身に付く
よう、引き続き各学校の状況に合わ
せた支援を行っていきます。 

学校ＩＣＴ課 

教育指導課 

１９ １人１台学
習用情報端
末（ＧＩＧＡ
システム）の
更新につい
て 

小学生は自制心が未熟であり、注
意する側もされる側も負担を感じ
る。学習に無関係なゲームや動画が
見られない環境を整えることは、教
育委員会の役割だと思う。 

 学習に無関係なサイトは、予めＷ
ＥＢフィルタリング機能により接
続できないようにしています。 

また、フィルタリングを回避する
サイト等の情報が届いた際は、速や
かに接続制限の設定をしています。 

学校ＩＣＴ課 

２０ １人１台学
習用情報端
末（ＧＩＧＡ
システム）の
更新につい
て 

オンライン学習で正誤が即時に
表示されるため、間違いを恐れて回
答に時間がかかり、苦手意識を持つ
ようになった。少し間を置いて正誤
を伝えるシステムも選択できるよ
うにしてほしい。 

現在、区で導入しているデジタル
ドリルについては、正誤フィードバ
ックのタイミングや種類を選択で
きる機能が備わっていません。ご要
望については、デジタルドリルの提
供元に伝えさせていただきます。 

教育指導課 

２１ １人１台学
習用情報端
末（ＧＩＧＡ
システム）の
更新につい
て 

オンライン学習中に画面を近距
離で見続けるため、一定時間ごとに
目を休めるよう促すシステムを導
入してほしい。 

端末を利用する際の健康面への
配慮については、良い姿勢を保ち、
机と椅子の高さを正しく合わせて、
目と情報端末等の画面との距離を
３０センチメートル以上離すこと
や、長時間にわたって継続して画面
を見ないよう、２０分に１回は、２
０秒以上、画面から目を離し、でき
るだけ遠くを見るなどして目を休
めること等を「目黒区児童・生徒の
情報端末等の使用に関する指針」に
明記しており、学校はＳＮＳ学校ル
ールの作成や指導場面において活
用しているところです。 

学校に必要な支援について、今後
も引き続き検討していきます。 

学校ＩＣＴ課 

教育指導課 
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番号 項目 意見等（要旨） 教育委員会の考え方 回 答 

２２ １人１台学
習用情報端
末（ＧＩＧＡ
システム）の
更新につい
て 

学習状況を保護者にメールなど
で通知するシステムを選択できる
ようにしてほしい。 

現在、目黒区では、児童・生徒一
人ひとりの端末から各ソフトウェ
アの利用履歴を閲覧できるように
しています。保護者にメールなどで
通知するシステムについては、今後
調査・検討していきます。 

教育指導課 

２３ １人１台学
習用情報端
末（ＧＩＧＡ
システム）の
更新につい
て 

端末と教科書の併用をやめてほ
しい。どうしても残すのであれば、
どちらかのみを持ち帰らせる方法
に変更し、子どもの荷物を軽くして
ほしい。 

 学習用情報端末と教科書の併用
については、国の動向を注視し、紙
かデジタルかといった二項対立の
議論に陥ることのないよう、また紙
とデジタルのそれぞれの良さを適
切に組み合わせて児童・生徒の資
質・能力の育成を図るという視点を
常に持ちながら、授業を実施してい
ます。 

携行品については、子どもたちの
発達段階に応じた配慮に努めるよ
う各校に周知しているところです。
引き続き、学校に対して学習上の必
要性、通学上の負担等の実態を考慮
して適切に判断するよう指導・助言
していきます。 

教育指導課 

２４ １人１台学
習用情報端
末（ＧＩＧＡ
システム）の
更新につい
て 

デイジー教科書を、子どものニー
ズに合わせて授業や予習で使わせ
てほしい。 

デイジー教科書については、児
童・生徒の実態に応じて各学校が活
用できるよう、整備しています。 

 子どもたちの教育的ニーズは一
律ではないことから、具体的な活用
方法等については、各学校にご相談
ください。 

教育指導課 

２５ １人１台学
習用情報端
末（ＧＩＧＡ
システム）の
更新につい
て 

不登校や不登校予備軍の児童・生
徒が教室以外からオンライン授業
を受講した際、条件を満たせば出席
扱いになることは良いと思う。今
後、技術教科での対応について検討
してほしい。 

道具の使い方など知識を習得す
る場合、指導者による手本やデジタ
ル教材の視聴など、オンライン配信
にて学習することが可能です。一
方、実際に道具を使う学習活動で
は、道具の準備や安全面の確保の観
点から学校以外での実施が難しい
場合があります。放課後等に取り組
むなど児童・生徒、保護者と相談の
上、個別の状況に対応していくこと
を指導・助言していきます。 

教育指導課 
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番号 項目 意見等（要旨） 教育委員会の考え方 回 答 

２６ 特別支援教
育 の 推 進 

目黒区特別
支援教育推
進計画（第五
次）策定に向
けた取組 

合理的配慮に基づくインクルー
シブ教育を行う学校を指定し、区の
分離教育を選択制にしてほしい。子
どもたちや保護者、教員、地域が協
力して、より良いインクルーシブ教
育と心のバリアフリーを目指して
ほしい。 

国や東京都の動向を踏まえ、今回
の素案では、共生社会の実現に向け
て全ての子どもが可能な限り共に
学ぶことに配慮するとともに、自立
と社会参加に向けて一人ひとりの
教育的ニーズに応じた連続性のあ
る多様な学びの場を充実していく
インクルーシブ教育システムを構
築していくことを基本的な考え方
としています。 

また、平成３１年３月改訂の文部
科学省「交流及び共同学習ガイド」
において示された交流及び共同学
習の意義・目的を踏まえ、「交流及び
共同学習の充実」に向けて取り組ん
でいきます。 

教育支援課 

２７ 特別支援教
育 の 推 進 

目黒区特別
支援教育推
進計画（第五
次）策定に向
けた取組 

特別支援学級を設置する学校で
は、特別支援学級と通常学級の子ど
も同士の交流がほとんどない。個別
に支援を受けることと共に学ぶこ
とのできる環境の双方が必要。 

本区では、知的障害特別支援学級
設置校及び肢体不自由特別支援学
級設置校において、通常の学級と特
別支援学級との交流及び共同学習
の円滑な実施に努めています。実施
に当たっては、学級間または学校間
で十分に連携し、個々の実態に応じ
て様々な配慮や調整を行いながら
実施しています。また、令和２年度
から交流及び共同学習支援員の職
を特別支援学級補助員の上級職と
して設置し、交流及び共同学習の授
業を企画・運営の補助を担い、円滑
な実施に向け環境を整えています。
引き続き、好事例を共有しながら、
各学校で学級や児童・生徒の実態等
を踏まえつつ、計画的に実施できる
よう取り組んでいきます。 

教育支援課 
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番号 項目 意見等（要旨） 教育委員会の考え方 回 答 

２８ 特別支援教
育 の 推 進 

目黒区特別
支援教育推
進計画（第五
次）策定に向
けた取組 

支援が必要な子どもたちのため
に、教員・医療者・療育専門家・特
別支援員が情報を共有し、個別の困
りごとに応じた専門的な支援を行
うとともに、支援員が交代しても差
が出ないように効果的な支援を実
施してほしい。 

 児童・生徒が学校生活を送る中で
学習面や生活面に係る困難な状況
が生じた際には、校長のリーダーシ
ップのもと設置した校内委員会に
おいて、当該児童・生徒について把
握した情報から具体的な支援策を
検討し、児童・生徒一人ひとりの状
況に応じて、段階的にサポートする
こととしています。さらに、必要に
応じて児童・生徒の保護者や、児童・
生徒に関わる関係機関と教育的ニ
ーズを整理し、学校全体で対応して
います。 

 また、特別支援教育支援員に対し
ては研修を行い、支援員としての心
構えや活動全般の留意事項のほか、
学級担任等の指示のもとで支援員
が果たすべき役割等への理解を深
めています。 

 今後も、支援員への研修等により
必要な知識の習得を図るとともに、
各校において学級担任等と支援員
とが連携して適切な対応がなされ
るよう、校内支援体制の強化に向け
た指導・助言を行っていきます。 

教育支援課 

２９ 特別支援教
育 の 推 進 

目黒区特別
支援教育推
進計画（第五
次）策定に向
けた取組 

通常学級の保護者の中には、特別
支援学級に対して差別的な発言を
する方がいる。差別について保護者
が学ぶ機会を設け、支援が必要な子
どもたちへの差別が許されないこ
とを啓蒙する必要がある。 

第五次計画においては、「推進施
策３ 心のバリアフリーの推進」で
「推進事業10  保護者・区民への
理解啓発」を掲げ、特別支援教育講
演会の実施のほか、きょういく広
報、区報、区ウェブサイト等への掲
載、就学相談のしおりや啓発リーフ
レットの配布など、多角的な理解啓
発を進めていきます。 

児童・生徒への特別支援教育の理
解啓発については、小学校４年生に
は目黒区社会福祉協議会が作成す
る福祉体験学習ガイドブック「とも
に生きる笑顔のまち」を、中学校１
年生には教育委員会が作成する障
害に関する理解啓発副読本「 Be 

Together」を配付し、授業等で活用
しながら理解啓発を進めています。 
今後も地域社会全体で共生社会

を目指していくため、幅広い理解啓
発に取り組んでいきます。 

教育支援課 
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番号 項目 意見等（要旨） 教育委員会の考え方 回 答 

３０ 部活動支援
の取組 

学校規模だけでなく指導教員の
経験有無により、部活動が揃ってい
ない場合がある。生徒が希望する部
活動に入れるよう、異動時には教職
員の経験を考慮してもらいたい。部
活動支援の取組は重要であり、教員
の負担軽減も大切だと感じている。 

教員の人事異動は、各学校の教育
課題に適切に対応し、特色のある学
校づくりを推進するため、適材適所
の配置を行い、教育活動の活性化を
図るとともに、望ましい教員構成の
確保、教員の人材育成を図ることを
目的として実施しています。教員の
配置に当たっては、教科指導をはじ
めとした様々な教育活動を考慮し
ており、部活動についてもそのひと
つとしています。ご要望に沿えない
場合もありますが、引き続き、学校
教員の適正配置に努めていきます。 
また､保護者や地域の方の理解を

得ながら､児童･生徒や教員､学校に
とって望ましい部活動の実施環境
の実現に向けた検討も進めていき
ます｡ 

教育政策課 

学校運営課 

教育指導課 

３１ 部活動支援
の取組 

外部から指導者を招くことで、教
員は負担が軽減され、子どもたちは
専門的な指導を受けることができ
て練習時間も増えるというメリッ
トがある。 

本年度の部活動支援の取組とし
て､部活動に対する意識や潜在的な
ニーズを把握するために区立学校
の児童・生徒、保護者及び教員を対
象としてアンケート調査を実施し
ました。 

専門的指導や費用負担等につい
ても、本アンケート調査の結果等を
踏まえ､保護者や地域の方の理解を
得ながら､児童･生徒や教員､学校に
とって望ましい部活動の実施環境
の実現に向けて､検討を進めていき
ます｡ 

教育政策課 

学校運営課 

教育指導課 

３２ 部活動支援
の取組 

学校現場の実態や教員の意識が
反映されていない。学校管理職の認
識の差が部活動の格差を生み出し
ているため、保護者や生徒に不必要
な悩みを与えている。 

教育政策課 

学校運営課 

教育指導課 

３３ 部活動支援
の取組 

外部委託によって自己負担が増
えることで、経済的な理由で部活動
に参加できない子どもが出るのは
良くない。参加希望者に公平な機会
が与えられるようにしてもらいた
い。 

教育政策課 

学校運営課 

教育指導課 

３４ コミュニテ
ィ・スクール
と地域学校
協働活動の
一体的推進 

コミュニティ・スクールの周知が
進んでいないため、説明会や勉強
会、熟議体験会などを開催してほし
い。 

教育委員会では、令和６年７月に
「地域が応援する学校づくりフォ
ーラム」を実施し、区民の皆様に向
けてコミュニティ・スクール等の制
度の周知・啓発を行いました。今後
も、学校と地域の効果的な連携・協
働を推進していくため、教育委員会
が学校への伴走支援を行うととも
に、保護者や地域の方に向けたちら
し等の作成やフォーラム等の実施、
学校や学校運営協議会委員等に向
けた研修の実施など、周知啓発を図
っていきます。 

教育政策課 

生涯学習課 
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番号 項目 意見等（要旨） 教育委員会の考え方 回 答 

３５ コミュニテ
ィ・スクール
と地域学校
協働活動の
一体的推進 

子どもたちと地域の方々の交流
が増えること互いに良いことだと
思う。災害時には協力し合えるよう
になる。 

コミュニティ・スクール（学校運
営協議会を設置する学校）と地域学
校協働活動の一体的推進は､学校と
地域が育てたい子ども像や学校が
抱える課題について共有し､学校の
教育課程の改善･充実や地域の参画
による多様な教育活動の実施など､
学校運営上の様々な活動の充実と
ともに地域活動の活性化に繋げて
いく仕組みです｡ 
学校運営協議会の委員は、児童・

生徒の保護者や地域住民のほか、地
域と学校との連絡調整を行う地域
コーディネーター、校長経験者や大
学教授等の学識経験者など様々な
立場の方々によって構成され、多様
な視点から協議が行われます。 

学校と地域の相互の連携･協働の
もとに学校づくりと地域づくりを
進め､学校･保護者･地域が一体とな
って子どもたちの成長を支えてい
けるよう取組を進めていきます｡ 

教育政策課 

生涯学習課 

３６ 教員やスクールカウンセラーな
どは学校に通わせたいイメージが
あるので、そうした方々以外との交
流を通じて、学ぶ機会を増やした
い。 

３７ 学校運営協議会には、地域の人以
外にも有識者や教育関係者、子育て
支援団体など多様な人材を採用し、
地域と連携を図って学校の負担を
軽減し、子どもと教員が大切にされ
る学校を目指してほしい。学校は地
域をもっと頼ってほしい。 

３８ コミュニテ
ィ・スクール
と地域学校
協働活動の
一体的推進 

成功事例から学び、皆で考え創る
学校を目指し、不登校や特別支援教
室ゼロを実現してほしい。 

各校・園に順次設置する学校運営
協議会では、学校と地域が一体とな
って当該校・園の運営や必要な支援
に関して協議を行うこととしてお
り、必要に応じて、当該校・園にお
ける不登校対策や特別支援教育に
ついての協議も行われるものと考
えます。 

教育政策課 

生涯学習課 

３９ 目黒区立小・
中学校の給
食 

子どもたちにとって、食育は最も
大切だと感じている。引き続き、楽
しい給食を追求してもらいたい。 

学校（園）における食育指針に基
づき、今後も給食及び食育の充実に
努めていきます。 

学校運営課 

４０ 目黒区立小・
中学校の給
食 

給食時間（食べる時間）が１５分
というのは短すぎるように思う。 

 給食の時間については、各学校で
設定をしています。 

どのくらいの時間とするかにつ
いては、子どもたちが給食を食べ終
えるために必要な時間、個々への配
膳にかかる時間、片付けの時間等を
考慮しつつ、一日の時間割全体のバ
ランスも踏まえて設定しています。 
教育委員会としては、子どもたちが
慌てて食べたり、不安を感じながら
食べたりすることとならないよう、
各学校に働きかけていきます。 

学校運営課 

４１ 目黒区立小・
中学校の給
食 

不登校の子どもたちに、給食の提
供ができるような工夫をしてほし
い。 

現時点では、めぐろエミールでの
給食の提供は行っていませんが、ご
意見の趣旨については、今後の研
究・検討の課題とさせていただきま
す。 

学校運営課
教育支援課 
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番号 項目 意見等（要旨） 教育委員会の考え方 回 答 

４２ 目黒区立小・
中学校の給
食 

めぐろエミールでも給食を提供
してほしい。難しい場合は、学童で
導入されている宅配弁当を注文で
きるようにしてほしい。 

＜計２件＞ 

めぐろエミールに通室する児童・
生徒については、心身の体調変化か
ら通室が不安定である場合や、めぐ
ろエミールで過ごす時間もその日
に急に変更となることなどがあり
ます。現時点では、めぐろエミール
での給食の提供は行っていません
が、ご意見の趣旨については、今後
の研究・検討の課題とさせていただ
きます。 

学校運営課
教育支援課 

４３ 目黒区立小・
中学校の給
食 

各校に栄養士を配置し、手作りに
こだわる学校給食は素晴らしい。こ
のまま自校調理を継続してほしい。 

 今後も栄養士の全校配置を活か
した自校調理により、安心・安全で
魅力ある学校給食の提供に努めて
いきます。 

学校運営課 

４４ いじめ問題
への対応 

低学年からいじめ防止の取組が
必要で、学年が上がるにつれ友人関
係の悩みが増加している。道徳や心
の成長に対する支援が重要だが、先
生により対応が異なり、子どもが相
談を諦めている場合もある。 

各学校では、いじめ防止の取組に
ついて、いじめはどの子どもにも起
こり得るとの認識の下、教職員が組
織的に進めているところです。 

各学校では、相談しやすい環境の
中で、いじめから子どもを守るた
め、重層的な教育相談体制を構築し
ています。 

具体的には、学校生活アンケート
を年３回以上実施するほか、児童・
生徒の学習用情報端末から直接悩
み相談の受付を行う「めぐろそうだ
んポスト」など複数の相談窓口につ
いて周知するとともに、不安や悩み
がある場合には、身近な信頼できる
大人にＳＯＳを出すことの大切さ
についても指導しています。 

引き続き、各学校に対し、教職員
が日常から、子どもの存在そのもの
を肯定的に受け入れ、傾聴、共感す
るなど、カウンセリングの視点に立
った子どもとの関わりを大切にし、
教育者としての人間観や教育観を
深め、より一層の指導力を磨くよう
指導・助言していきます。 

教育指導課 
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番号 項目 意見等（要旨） 教育委員会の考え方 回 答 

４５ いじめ問題
への対応 

学校での道徳教育や話し合いが
不足しており、子どもたちはトラブ
ルに対処できず、学校に行くのが難
しくなっている。また、いじめを助
長する環境や偏見も問題で、教員へ
の信頼が低下している。学力も低下
しており、勉強や部活に力を入れる
ことで、いじめの減少や学力向上、
協調性の育成が期待できるのでは
ないか。 

 いじめの減少や学力向上、協調性
の育成に向けては、まず、子どもが
安心して生活できる学級・学校風土
の創出が必要であると認識してい
ます。 

引き続き、各学校に対して、「学び合
いのある授業」を中核として、学校
行事や部活動等を含めた全教育活
動を通して、子どもたちに人権意識
や規範意識を身に付けさせるとと
もに、豊かな人間関係の中で、自己
肯定感を高めたり、自尊感情を育ん
だりする指導を重視するよう指導・
助言していきます。 

教育指導課 

４６ いじめ問題
への対応 

学校が区にいじめとして報告し
た件については、その旨をいじめの
加害者の保護者にも伝えるべきだ
と思う。 

 各学校は、法の定義に照らして認
知したいじめ全件について、所定の
様式にて区に報告をしています。 

学校がいじめを認知した場合、被
害及び加害の子どもの双方が安心
した学校生活を送ることができる
ようにすることを目指し、双方の保
護者に「学校いじめ防止基本方針」
に基づいた対応を行っていくこと
について理解を得るとともに、いじ
めの事案に係る情報を適時適切に
共有するよう指導・助言していきま
す。  

教育指導課 

４７ いじめ問題
への対応 

（問題の発生について）保護者に
は即座に連絡してほしい。相手方が
真摯に対応しない場合は、警察への
被害届を提出することを勧めてほ
しい。 

児童・生徒間トラブルが発生した
際は、家庭と学校が連携して問題解
決に向かうため、事案の発生や学校
が把握した事実だけでなく、指導や
対応の方針について説明を行い、理
解と協力を得るよう指導していま
す。 

なお、各学校では、所轄警察署と
は年間を通して連携を図っており、
いじめを含む問題行動等への対応
に関する相談も、必要に応じて行っ
ているところです。 

教育指導課 



13 

 

番号 項目 意見等（要旨） 教育委員会の考え方 回 答 

４８ いじめ問題
への対応 

問題が発生した際には、加害児童
がいじめや暴力、犯罪が許されない
ことを理解するまで丁寧に指導し、
スクールカウンセラーとの面談や
教室訪問を必須とする学校運営を
目指すべき。また、支援員によるい
じめや暴力防止の指導を可能にし
てほしい。 

 加害児童に対しては、いじめや暴
力、犯罪が許されないことのみなら
ず、被害児童の心身の苦痛が十分理
解できるよう指導し、二度と同様の
行為を行わないよう反省させる必
要があると認識しています。 

 加害児童の心情的背景や特徴等
を踏まえながら、スクールカウンセ
ラー等の支援を受けながら、指導や
更生に向けた取組を進めていきま
す。 

 いじめ問題の対応については、学
校の教職員が中心となり、「学校い
じめ対策委員会」で協議した方針に
基づき、組織的に指導等を行うもの
と認識していますが、保護者、地域、
関係機関と連携を図り、多角的な視
点から、いじめの実態やいじめにつ
ながりかねない児童・生徒の状況等
について、日常的に情報を共有でき
る体制を構築しておくことが重要
です。そのため、教育活動に関わる
支援員に対しても、いじめや暴力を
含めて、児童・生徒の様子で気にな
ることあれば、どんな些細なことで
も報告することを求めるよう指導・
助言していきます。 

教育指導課 

４９ 不登校児童・
生徒への取
組 

統合校では生徒数が倍増し、音に
敏感な生徒にとって厳しい環境に
なる可能性があるため、校内フリー
スクールのようなスペースを設け
て居場所を作ってほしい。 

令和６年度から区立中学校全校
に校内別室を設け、一時的に教室に
入れない生徒や不登校の生徒の対
応を行っています。音に敏感な生徒
への配慮としては、保護者の協力も
必要ですが、これまでも廃棄するテ
ニスボールを譲り受け、椅子の足に
付けるなど、各校が要請に基づき対
応しています。統合新校において
も、必要に応じて学校にご相談くだ
さい。 

教育支援課 

５０ 不登校児童・
生徒への取
組 

一斉授業に加えて多様な学びを
認め、フリースクールの学費補助な
ど支援の仕組みを整えてほしい。 

児童・生徒一人ひとりに合った多
様な学びについては、各校の授業改
善等に取り組むとともに、区でも校
内別室の設置など学校を支援して
います。 

フリースクール等の学費補助は、
都が実施しており、必要とする保護
者へ情報が確実に伝わるよう、学校
を通じた連絡手段や広報等、複数の
方法で取り組んでいきます。 

教育支援課 
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番号 項目 意見等（要旨） 教育委員会の考え方 回 答 

５１ 不登校児童・
生徒への取
組 

保護者同士の意見交換会を開催
し、孤立しがちな環境を改善するた
めの機会を設けてほしい。 

令和６年４月に「不登校児童・生
徒の保護者のためのガイド」を公開
し、相談先についてご案内していま
す。また、当事者の直接の声を伺う
目的で令和６年９月に「不登校につ
いて考える講演会」を開催しまし
た。このような機会により意見交換
をするなど工夫していきます。 

教育支援課 

５２ 不登校児童・
生徒への取
組 

保護者が相談先を知らずに孤立
していることが多いため、学校から
保護者への情報発信を強化してほ
しい。 

令和６年４月に「不登校児童・生
徒の保護者のためのガイド」を公開
し、相談先についてご案内していま
す。学校には、不登校で悩む保護者
へ寄り添い、連絡を密にとるよう引
き続き指導していきます。 

教育支援課 

５３ 不登校児童・
生徒への取
組 

発達障害等への理解を深めるた
め、教育委員会は教育関係者に知識
の重要性を伝え、教育弱者が排除さ
れない環境を作ってほしい。学校へ
の恐怖心がその後の生活に影響を
与えることを考慮し、現場の教員の
意見を聞きつつ、教育委員会が児
童・保護者と教員の架け橋となる役
割を担ってほしい。 

発達障害等への理解を深めるた
め、教員研修を実施しています。ま
た困っている児童・生徒に寄り添い
支援するよう研修の中でも伝えて
います。 

令和６年７月からは、児童・生徒
が必要に応じて直接相談を求めら
れる「めぐろそうだんポスト」の運
用を始めています。 

また、身近な担任や学年の教員に
もご相談いただくほか、各学校に配
置されたスクールカウンセラーに
も、ぜひご相談ください。 

教育支援課 

５４ 不登校児童・
生徒への取
組 

不登校支援の情報が本人や保護
者に届いていない。 

令和６年４月に「不登校児童・生
徒の保護者のためのガイド」を公開
し、相談先についてご案内していま
す。保護者連絡システムを用いて通
知するだけでなく、当該システムに
登録していない保護者へは各校か
ら知らせるように依頼しました。今
後も機会を捉えて情報提供に努め
ていきます。 

教育支援課 



15 

 

番号 項目 意見等（要旨） 教育委員会の考え方 回 答 

５５ 不登校児童・
生徒への取
組 

不登校が増えている原因につい
ての考察が必要であり、原因が子ど
も自身や家庭にあるのか、または現
在の教育環境や教室のあり方に問
題があるのかを考えるべきであり、
その考え方についても発信してほ
しい。 

不登校に対する教育委員会の姿
勢は令和６年４月に公開した「不登
校児童・生徒の保護者のためのガイ
ド」で示したとおり、困っている児
童・生徒、保護者に寄り添い、今後
のことを一緒に考えていきます。 

不登校の要因は、児童・生徒一人
ひとり様々であり、個々に丁寧に対
応していくことが大切であると捉
えています。また、児童・生徒一人
ひとりにあった多様な学びや居場
所づくりが必要と考え、複数の小学
校を教育開発指定校に指定し、研究
していきます。研究成果を全小・中
学校と共有していくことと合わせ、
保護者等へも伝わるように努めて
いきます。 

教育支援課 

５６ 不登校児童・
生徒への取
組 

常駐の専属カウンセラーや学習
サポートをしてくれる教員がいて
ほしい。 

スクールカウンセラーは各校２
～３名体制で３日配置しています。
また、学習サポートとしては学習指
導員を配置するなどしており、今後
も継続していきます。 

教育支援課 

５７ 不登校児童・
生徒への取
組 

子どもたちには、学校に通えない
場合にも居場所が必要であり、選択
肢の提供が重要である。具体的に
は、学校司書の常駐による学校図書
館の活用、児童館の情報提供、オン
ラインスクールのアバター参加、国
内留学、隣接校への転校の簡易化、
不登校特例校の新設などの施策を
実施してほしい。中学校までは義務
教育であり、その責任が行政にある
と考える。 

一時的に教室に入れない児童・生
徒や不登校の児童・生徒だけでな
く、児童・生徒一人ひとりに合った
多様な居場所が必要であると捉え
ています。学校内外での様々な取組
について、他の自治体の先行事例も
含め調査・研究し、本区の実態に合
った実効性のある取組を検討し、実
施していきます。 

教育支援課 

５８ 不登校児童・
生徒への取
組 

教室に入りづらい子どもたちの
ために、全ての学校に居心地の良い
別室を設け、公設のフリースクール
や公共施設を活用した多様な居場
所を民間と連携して作ってほしい。 

５９ 不登校児童・
生徒への取
組 

不登校の子ども同士の人間関係
に課題がある場合もあるため、校内
に安心して過ごせる場所を複数設
置してほしい。 

６０ 学校施設の
整備・改善 

子どもたちが集中して勉学に励
めるよう、環境改善に努めてもらい
たい。 

老朽化した学校施設や空調設備
の計画的な更新を進めていくとと
もに、各校の状況に応じて個別の環
境改善を図るなど、子どもたちによ
り快適な学習環境を提供できるよ
う努めます。 

学校施設計
画課 
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番号 項目 意見等（要旨） 教育委員会の考え方 回 答 

６１ 学校施設の
整備・改善 

給食室のエアコンを引き続き改
善してほしい。 

令和６年度には下処理室に空調
設備を設け､労働環境の改善を図り
ました｡今後､調理室の環境改善に
向けて､他自治体の取組も参考にし
ながら検討を進めていきます｡ 

学校施設計
画課 

６２ 学校施設の
整備・改善 

いじめや暴力が増加しているこ
とから、今後建設する学校は死角を
なくし、見回りしやすいガラス張り
の教室や図書室を設置してほしい。 

児童・生徒間のトラブル発生防止
という点も踏まえ、大人の目が届き
やすい空間づくりを進めていきま
す。 

学校施設計
画課 

６３ 学校施設の
整備・改善 

可動式扉を設置し、オープンな空
間と静かな教室の両方に対応でき
るようにしてほしい。 

学校の建て替えに当たっては、オ
ープンな利用と空間を区画した利
用の双方を想定した計画を検討し、
多様な教育環境の確保に努めてい
きます。 

学校施設計
画課 

６４ 図書館での
子どもの読
書活動の充
実に向けて 

公共図書館と学校図書館が連携
し、選書や人材、イベントなどの面
で公共図書館のスタッフが学校図
書館を支援してほしい。 

「子ども読書活動推進計画（仮
称）」の策定作業の中で、学校等との
連携についても検討します。 

八雲中央図
書館 

６５ 図書館での
子どもの読
書活動の充
実に向けて 

学校の図書は痛みが激しく、クラ
ス文庫は廃棄図書の集まりになっ
ている現状を理解してほしい。絵本
以外の学童期の図書も重要である。 

各学校に割り当てられる予算の
範囲内で、適宜クラス文庫を含む学
校の図書の更新を行っています。 

 また、選書については、各学校に
おいて、バランス等を考慮して行っ
ています。 

学校運営課 

教育指導課 

６６ 図書館での
子どもの読
書活動の充
実に向けて 

ぬいぐるみのおとまり会はとて
も素敵な企画だと思った。今後も続
けてほしい。 

＜計２件＞ 

今後も、春のこども読書週間や夏
休み期間に、ぬいぐるみのおとまり
会に限らず、子どもが本に親しむこ
とに繋がる企画を実施していきま
す。 

八雲中央図
書館 

６７ 教育施策説
明会 

教育施策説明会において、質問時
間４５分で質問者４名となり、参加
者全員の意見や質問を聞くことな
く終了したのは残念だった。説明時
間を割愛して質問時間を９０分と
するか、延長を検討してほしかっ
た。 

＜計２件＞ 

説明会の時間配分の中で、質問時
間をこれまでより長くとれるよう
に検討します。 

教育政策課 

６８ その他 警備の試験的導入は良かったが、
スクールゾーンの時間が午前５時
間制の授業で１５－１７時ではな
くなってきているため、実情に合わ
せて修正してほしい。 

スクールゾーンの交通規制に係
る時間帯の変更については、当該地
域の沿線にお住まいの全ての方か
ら合意形成を得たうえで学校、PTA、
地域団体等の連名で要望書を警察
へ提出する必要があります。 

一連の手続きは学校・PTA等が主
体となって実施していただくもの
となりますが、教育委員会としても
必要な支援を行っていきます。 

教育政策課 



17 

 

番号 項目 意見等（要旨） 教育委員会の考え方 回 答 

６９ その他 宿題をなくしてほしい。やらされ
ている感が強く、学びが身について
いないように感じる。 

宿題は、学習習慣と学習内容の補
充を目的として各学校で子どもた
ちの実態から内容、方法、量等を決
めています。その際、家庭との連携
を十分に図ることが重要であると
捉えています。また、実態に応じて
各学校が宿題の意義やその適切な
在り方を見直したり、子どもたち一
人ひとりの学習状況等に応じた量
や内容になるよう宿題の出し方を
工夫したりすることも必要なこと
であると考えています。宿題の在り
方については、各学校にご相談くだ
さい。 

教育指導課 

７０ その他 中学生も放課後に学校外の人と
の繋がりや、気分転換できる場所を
提供してほしい。 

近隣の児童館・社会教育館・図書
館等がご指摘いただいた機能を有
する場所であると認識しています。
今後も、区として中高生が気軽に集
える居場所の確保に取り組んでい
きます。 

生涯学習課 

７１ その他 教員の負担軽減の次に、教育の質
の向上を求めたい。 

教職員が子どもと向き合う時間
を創出するとともに、心身の健康、
誇りとやりがいをもって勤務でき
る環境を確保する目的から、令和５
年２月に「目黒区立学校・園におけ
る働き方改革実行プログラム」を改
定し、取組を進めているところで
す。  

教育委員会としては、引き続き、
教員が専門性を十分に発揮し、誇り
とやりがいをもって教育に力を注
ぐことができるよう、教員の働き方
改革をさらに進め、子どもたちの豊
かな学びと成長に資する質の高い
学校教育を安定的・持続的に実施し
ていきます。 

教育指導課 

７２ その他 教室だけでなく、野外で様々な体
験を通じて自ら体を動かして学ぶ
ことが理想であり、田畑での園芸活
動が良い学びになると思う。 

知・徳・体を一体的にはぐくむた
めには、 教室だけの学びに留まら
ず、自分の感覚や行為を通して理解
する実習・実験、地域社会での体験
活動、専門家との交流等、様々な場
面でリアルな体験を通じての学び
も重要であると捉えています。引き
続き、学校に対して体験的な活動も
重視するよう指導・助言していきま
す。 

教育指導課 

７３ その他 図書館に新しい紙芝居を追加し
てほしい。 

今年度も紙芝居を新規に選定し
購入しています。今後も継続して購
入していきます。 

八雲中央図
書館 
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番号 項目 意見等（要旨） 教育委員会の考え方 回 答 

７４ その他 教育だけでは解決できない問題
に対し、福祉部門や医療機関、児童
相談所、警察署などが連携して取り
組むべきである。道徳の授業だけで
は不十分であり、問題のある子ども
や保護者に対しても総合的に行政
機関が監察する必要がある。 

 学校を取り巻く課題は複雑化・多
様化しており、教育部門だけでな
く、様々な関係機関と連携・協働し
て取り組んでいく必要があります。
特にいじめ問題などで子どもの命
に関わるような緊急かつ重大な問
題については、児童相談所や警察署
と密に連携を取って迅速に対応し
ていきます。 

教育政策課 

寄せられた意見等８６件（うち、説明会場での意見と同意見８件） 

＊複数の意見等が記載されていた場合は、項目ごとに分けて掲載しています。 

 


